
道路運送法第２１条に基づく実証運行にかかる 
協議が整っていることの証明書（案） 

 
 令和５年１１月１３日開催の藤沢市地域公共交通会議において、協議が整ったこ

とを証明する。 

 
１． 協議が調っている路線又は営業区域 
（１）協議が調っている営業区域 

区域運行（区域デマンド運行） 
別紙「区域運行を行う停留所配置図」のとおり 

 （２）営業区域 
    神奈川県藤沢市、亀井野一丁目、亀井野、天神町一丁目、天神町二丁目、

天神町三丁目、石川 

 
２． 協議が調っている運行系統又は運送の区間 

別紙「区域運行を行う停留所配置図」のとおり 

 
３． 運行系統毎の運行回数 

・午前１０時００分～午後４時００分 
・運行予約のあった際に運行する 

 
４． 車両概要 

・乗車定員  １０人 
・使用車両数 ２両（常用） 
・予備車両数 １両（予備） 

 
５． 運行の態様について 

道路運送法第２１条による乗合運送許可（区域運行） 
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６． 適用する期間又は区間その他の条件を付す場合には、その条件 
（１）適用する期間 

令和６年３月２３日から１年以内 

 
（２）その他条件 

・運行は、神奈中タクシー株式会社が行う。 
・乗車方法は、電話またはアプリ、ＷＥＢにより配車予約を行い、車内決済を

行う。 
・決済方法は、現金、ＩＣカード、ＩＣ定期 
・予約受付時間は、電話であれば利用する前日午前１０時００分から１時間前

とする。（受付時間は午前１０時００分～午後３時００分） 
アプリ、ＷＥＢであれば、利用する３日前から即時とする。 

・運行を行う交通事業者は、関係する地域の住民に対して乗車方法等の必要な

情報を事前に提供する。 
・軽微な変更に関しては、藤沢市地域公共交通会議の議決によらず実施し、報

告については、事後的に対応する。 

 
 

        ２０２３年（令和５年）１１月１３日 

藤沢市地域公共交通会議 

会 長    

  

2



区域運行を行う停留所配置図 

 

停留所総数＝既存＋新規＋商業集積地 

     ＝２３＋１９＋１ 

     ＝４３箇所（変更要素有） 

 
 

別紙 
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藤沢市天神町における 
オンデマンドバス実証実験について 
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六会地区「天神町循環路線バス」開設の概要、経緯 

 
１ 開設概要 
   天神町循環路線バスにつ

いて、藤沢市は、六会地区く

らし・まちづくり会議から、

バス路線がなく、駅及び公的

施設へのアクセスが不便な交

通空白地域の住民に対する、

交通施策への提言を受け、運

行を開始したものです。 

 
２  経緯 
 （１）天神町循環路線バスの導入について 

藤沢市は、平成１３年８月に六会地区くらし・まちづくり会議から「コミュ

ニティバス実現に向けて」の提言書を収受しました。平成１４年９月に、くら

し・まちづくり会議と自治会連合会から構成される、「六会地区バス検討委員

会」が発足し、地域・バス事業者・行政の三者による「地域提案型バス」※の

経路など、導入に向けた検討を開始しました。 
その結果、藤沢市は、平成１５年２月４日にバス事業者（神奈川中央交通株

式会社（以下「神奈中」という。）から運行実施の回答を収受しました。その

後、三者によるバス停の位置等の協議を行い、平成１５年５月から駅前広場な

どの走行環境を整備し、２００３年（平成１５年）１０月から本格運行を開始

したものです。 
※「地域提案型バス」とは、路線バスが存在せず、交通需要が大きく事業性が

ある地域などで、地域の要望に基づいて、市が運行経路の走行環境の整備工事

やバス購入費の初期導入費用などの支援を行い、交通事業者が運行するもので

す。 

 
（２）AI オンデマンドバス実証運行の導入について 

藤沢市は、令和４年４月に神奈中から天神町循環路線バスについて、運行赤

字が続いているなど、収支状況が悪く、減車・減便を検討していることに併せ、

昼間の時間帯に限り、路線バスではなく AI オンデマンドバス実証運行導入も

検討していることについて、説明を受け、今後のあり方について双方で協議を

開始しました。 
神奈中及び市は、令和４年６月～令和５年２月までの間、天神町自治会役員
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へ、天神町循環バスの現状と、案①終日減車・減便への運行改変か、案②昼間

の時間帯は路線バスではなく、AI オンデマンドバス実証運行も含めた減車・

減便への運行改変の２案に加え、地域への説明手順など、計４回協議を行いま

した。その後、神奈中及び市は、地域に対し令和５年３月から７月にかけ、先

の２案について計３回説明会を開催しました。 
説明会を経て、一定の理解を得られたものと捉え、令和５年８月に天神町自

治会役員、神奈中、藤沢市の三者は、案②の朝夕は減車・減便を行い、昼間の

時間帯は AI オンデマンドバス実証運行を導入する方針を定め、その旨を地域

へ周知を図りました。 

 
○ Ｈ13.8.29  市はくらし・まちづくり会議から提言書を収受 
○ Ｈ14.9~11  六会地区バス検討委員会が発足          
○ Ｈ14.11.20 市は六会地区バス検討委員会から要望書を収受              
○ Ｈ14.12.12 市は神奈中へ要望書を提出                   
○ Ｈ15.2.4   市は神奈中から回答書を収受 
○ H15.2~3  バス停位置などの協議 
○ H15.5~7  六会日大前駅西口駅前広場など、走行環境の整備工事を実施、 

バス購入費の補助 
○ H15.10  バス運行開始 
○ H15.12  神奈中は利用者へアンケートを実施 
○ H16.11  既存路線の西側 0.8km 区間を追加運行開始 
○ H20.4   善行長後線一部開通に伴い一部ルートを変更 
○ H25.5   天神町自治会、藤沢市、神奈中により住民へアンケートを実施 
○ H27.7   ダイヤ改正（日中 20 分間隔、終バス繰り下げ） 
○ H29    ルート変更（平日 9 時台以降、土休日終日について循環路線化） 
〇 R4.4~6  神奈中、市は AI オンデマンドバス実証運行の導入について、協議 

を開始 
〇 R4.6,7,12,R5.2 神奈中、市は、天神町自治会役員に対し、現状と今後につい

て、計４回説明を実施 
〇  R5.3,5,7   神奈中、市は、天神町自治会組長・組員に対し、説明会を実施  
〇 R5.7～8   神奈中、市天神町自治会役員会、は、AI オンデマンドバスを行う

ことで意思を確認し、組長・組員へ周知を実施 
〇 R5.9    AI オンデマンドバスの乗降箇所付近の住民に対し、個別説明を 

実施 
〇 R5.10    AI オンデマンドバスの乗降箇所について、警察との現地立会を 

実施 
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